
小
林
秀
雄
「
蘇
州
」
を
め
ぐ
っ
て

陸

艶

〔
抄

録
〕

私
は
主
に
日
本
近
代
文
学
の
蘇
州
と
の
関
わ
り
を
研
究
し
て
い
る
。
蘇
州

と
係
わ
っ
た
著
名
な
文
学
者
に
は
、
芥
川
龍
之
介
や
司
馬
遼
太
郎
な
ど
が
居

る
が
、
本
論
で
は
昭
和
一
三
年
に
従
軍
記
者
と
し
て
中
国
に
渡
っ
た
小
林
秀

雄
の
紀
行
文
「
蘇
州
」
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
当
該
作
品
は
戦
時
下
の
検
閲

に
よ
り
そ
の
一
部
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。
記
事
に
し
た
蘇
州
の
状
況
と
、
そ

の
一
部
が
削
除
さ
れ
た
こ
と
が
小
林
秀
雄
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
影
響
を

与
え
た
の
か
を
探
っ
て
み
た
。

キ
ー
ワ
ー
ド

削
除
・
検
閲
・
占
領
直
後

は
じ
め
に

私
の
故
郷
が
中
国
の
蘇
州
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
数
年
、
蘇
州
と
日
本
の
関

わ
り
に
に
つ
い
て
、
文
学
的
側
面
よ
り
探
求
し
て
い
る
。

古
来
よ
り
蘇
州
に
関
し
て
は
漢
詩
の
世
界
で
日
本
に
は
伝
わ
っ
て
い
た
が
、
近

代
文
学
と
し
て
の
蘇
州
と
の
関
わ
り
は
、
作
家
や
評
論
家
が
直
接
中
国
を
訪
問
し

始
め
た
明
治
か
ら
で
あ
り
、
大
正
・
昭
和
と
続
く
。
そ
の
中
に
は
芥
川
龍
之
介
や

司
馬
遼
太
郎
な
ど
著
名
な
作
家
が
い
る
が
、
特
に
蘇
州
に
関
わ
り
が
深
か
っ
た
小

林
秀
雄
の
紀
行
文
「
蘇
州
」（
昭
和
一
三
年
発
表
）
に
注
目
し
た
。
当
時
の
紀
行

文
は
大
衆
に
世
界
の
情
報
を
も
た
ら
す
現
在
の
情
報
誌
の
よ
う
な
も
の
と
い
っ
て

も
よ
い
だ
ろ
う
。
小
林
の
紀
行
文
は
大
衆
へ
の
貴
重
な
情
報
で
あ
っ
た
が
故
に
検

閲
さ
れ
一
部
が
削
除
さ
れ
た
と
考
え
る
。

小
林
秀
雄
の
「
蘇
州
」
は
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
六
月
に
「
文
芸
春
秋
」

に
掲
載
さ
れ
た
が
、
内
務
省
に
よ
っ
て
一
部
分
が
削
除
さ
れ
た
。
こ
こ
で
私
が
抱

い
た
疑
問
は
、
ど
の
様
な
理
由
で
そ
の
文
章
の
一
部
が
削
除
さ
れ
た
か
で
あ
る
。

ま
た
小
林
秀
雄
が
こ
の
削
除
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
か
も
考
察
す
る
。
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一

当
時
の
時
代
背
景

当
時
の
時
代
背
景
を
辿
っ
て
み
る
と
、
昭
和
六
年
九
月
の
満
州
事
変
を
き
っ
か

け
に
日
本
は
中
国
へ
の
侵
略
を
開
始
し
た
。
六
年
後
の
昭
和
一
二
年
（
一
九
三

七
）
七
月
の
盧
溝
橋
事
件
（
北
京
西
南
）
を
発
端
と
し
て
戦
火
は
「
北
支
」（
現

中
国
の
華
北
地
方
）
周
辺
へ
と
拡
大
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
支
那
事
変
」
で
あ
る
。

ま
た
、
八
月
の
第
二
次
上
海
事
変
勃
発
以
後
は
「
中
支
」（
現
中
国
の
華
中
地
方
）

へ
も
飛
び
火
、
次
第
に
中
国
大
陸
全
土
へ
と
戦
火
は
拡
大
し
、
日
本
と
中
華
民
国

は
本
格
的
な
戦
争
の
様
相
を
呈
し
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
は
空
軍
志
願
隊
を
送
り
、

中
華
民
国
側
を
援
護
し
た
。
日
本
政
府
は
「
今
次
ノ
対
米
英
戦
争
及
ビ
今
後
情
勢

ノ
推
移
ニ
伴
ヒ
生
起
ス
ル
コ
ト
ア
ル
ベ
キ
戦
争
ハ
支
那
事
変
ヲ
モ
含
メ
大
東
亜
戦

争
ト
呼
称
ス
」
と
発
表
し
た
。
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
に
小
林
が
蘇
州
を
訪

れ
る
一
年
前
の
こ
と
で
、
上
海
、
杭
州
、
南
京
、
蘇
州
は
す
で
に
日
本
の
占
領
地

で
あ
っ
た
。
従
軍
記
者
と
し
て
の
小
林
秀
雄
は
中
国
現
地
の
事
実
を
紀
行
文
と
す

る
が
、
そ
の
作
品
の
一
つ
で
あ
る
「
蘇
州
」
の
一
部
が
検
閲
に
よ
り
削
除
さ
れ
た
。

思
想
や
表
現
を
制
限
す
る
時
代
な
の
で
、
小
林
秀
雄
に
と
っ
て
、
あ
る
程
度
の
削

除
は
予
測
で
き
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
、
小
林
の
中
国
の
報
道
文
を
検

討
し
、
さ
ら
に
そ
の
意
味
を
考
え
て
み
た
い
。

二

小
林
秀
雄
の
紀
行
文

小
林
秀
雄
は
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
三
月
二
七
日
か
ら
四
月
二
七
日
ま
で
、

「
文
芸
春
秋
」
の
従
軍
記
者
と
し
て
中
国
に
渡
り
、
蘇
州
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
の

間
に
杭
州
で
火
野
葦
平
に
第
六
回
芥
川
賞
陣
中
授
与
式
を
挙
行
し
た
。
後
に
南
京
、

蘇
州
へ
と
行
き
、
四
月
二
八
日
に
中
国
か
ら
帰
国
し
た
。
帰
国
後
、
六
月
に
明
治

大
学
教
授
に
昇
格
。
同
時
期
の
「
文
芸
春
秋
」
六
月
號
（
六
月
一
日
）
に
紀
行
文

「
蘇
州
」
を
発
表
し
た
。

小
林
は
特
派
員
と
し
て
中
国
へ
渡
っ
た
が
、
軍
の
許
可
が
下
り
な
か
っ
た
の
か

前
線
に
は
行
か
な
か
っ
た
。
そ
の
せ
い
か
、
ま
た
は
検
閲
に
よ
る
せ
い
か
、
紀
行

文
に
は
戦
闘
の
爪
跡
に
か
か
わ
る
記
述
は
殆
ど
無
く
、
占
領
後
の
穏
や
か
な
蘇
州

の
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

後
年
、
小
田
切
秀
雄
氏
・
平
野
久
美
子
氏
・
伊
藤
整
氏
ら
の
小
林
に
関
す
る
記

述
、
及
び
小
林
自
身
の
回
顧
か
ら
、
紀
行
文
の
一
部
が
削
除
さ
れ
た
事
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。

小
田
切
秀
雄
氏
の
記
述
に
よ
る
と１

）

、

出
版
前
の
五
月
十
八
日
、「
蘇
州
」
の
記
事
は
軍
閥
関
係
の
慰
安
所
（
淫
売

所
）
を
露
骨
に
紹
介
、
三
一
二
〜
三
一
三
頁
が
削
除
、
さ
れ
た
。

平
野
久
美
子
氏
は
、
読
売
新
聞
の
「『
財
産
運
用
』
発
禁

文
春
に
削
除

光
る

検
閲
の
眼
」
と
い
う
記
事
で
次
の
よ
う
に
取
り
上
げ
て
い
る２

）

。

警
視
庁
検
閲
課
で
は
京
橋
区
銀
座
西
入
ノ
四
小
瀧
ビ
ル
内
勝
田
貞
次
氏
主
宰

の
景
気
研
究
所
発
行
の
経
済
雑
誌
『
財
産
運
用
』
五
月
十
九
日
号
を
十
九
日

発
禁
処
分
に
付
し
た
。
同
誌
は
前
に
も
財
界
を
混
乱
さ
す
惧
れ
あ
り
と
し
て

発
禁
処
分
に
付
さ
れ
た
こ
と
あ
り
今
度
は
論
文
『
景
気
概
観
』
が
忌
諱
に
ふ

れ
た
も
の
で
そ
の
論
拠
、
思
想
等
に
つ
き
取
調
を
進
め
て
を
り
、
当
局
の
経
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済
部
門
へ
の
検
閲
方
針
強
化
が
見
ら
れ
る
。
な
ほ
同
課
で
は
麴
町
区
内
幸
町

二
ノ
三
大
阪
ビ
ル
内
文
芸
春
秋
社
発
行
の
「
文
芸
春
秋
」
六
月
掲
載
の
同
誌

特
派
員
小
林
秀
雄
氏
執
筆
に
な
る
戦
線
視
察
記
『
蘇
州
』
を
削
除
処
分
に
付

し
た
。
小
林
氏
お
得
意
の
筆
先
が
少
し
廻
り
す
ぎ
て
安
寧
秩
序
を
棄
す
惧
れ

あ
り
と
い
ふ
の
で
あ
る
、
同
誌
と
し
て
は
め
ず
ら
し
い
筆
禍
事
件
だ
。

ま
た
、
伊
藤
整
氏
な
ど
が
編
集
し
た
「
日
本
文
学
全
集
」
の
解
釈
に
よ
る
と３

）

、

「
三
月
、『
文
藝
春
秋
』
特
派
員
と
し
て
中
国
へ
渡
り
、「
杭
州
で
芥
川
賞
陣
中
授

與
式
を

行
す
る
」（『
文
藝
春
秋
』
五
月
號
「
杭
州
」
よ
り
）
同
誌
翌
月
號
に
は
、

「
蘇
州
」
が
出
た
が
、
こ
れ
は
検
閲
の
た
め
削
除
に
遇
つ
て
い
る
」。

一
九
三
八
年
の
六
月
に
「
蘇
州
」
が
削
除
に
あ
っ
た
。
原
因
は
小
田
切
秀
雄
氏

よ
る
と
「
軍
閥
関
係
の
慰
安
所
（
淫
売
所
）
を
露
骨
に
紹
介
し
た
た
め
に
風
紀
の

理
由
」
や
「
安
寧
秩
序
を
棄
す
惧
れ
あ
り
と
い
ふ
」
の
で
あ
る
。
戦
争
へ
の
好
奇

心
を
持
つ
小
林
秀
雄
は
紀
行
文
「
蘇
州
」
で
現
地
の
情
景
や
生
活
を
そ
の
ま
ま
、

生
々
し
く
描
い
た
。
戦
場
の
後
方
で
す
で
に
安
全
平
穏
と
な
っ
た
地
域
の
記
述
で

は
あ
る
が
、「
慰
安
所
」「
街
の
破
壊
」「
部
隊
の
宿
舎
は
皆
城
外
」
な
ど
の
詳
細

を
記
述
し
た
文
は
安
寧
秩
序
を
乱
す
と
し
て
内
務
省
に
は
許
せ
な
い
も
の
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
ま
し
て
、
国
民
へ
の
報
道
記
事
で
も
あ
る
。
真
実
を
報
道
さ
れ

る
の
を
恐
れ
る
と
す
れ
ば
、
削
除
す
る
し
か
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
小
林
自
身
も
後
の
「
文
芸
春
秋
」、
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
七
月
、

『
話
』
に
発
表
し
た
、「
従
軍
記
者
の
感
想
」
で
、
一
部
削
除
に
つ
い
て
、

「
文
芸
春
秋
」
に
掲
載
し
た
僕
の
通
信
文
が
削
除
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
僕
が

無
邪
氣
に
筆
を
走
ら
せ
過
ぎ
た
爲
で
、
理
由
を
聞
か
さ
れ
成
る
程
と
思
ひ
、

別
に
不
服
に
は
思
は
な
か
つ
た
。
通
信
文
を
書
く
の
に
、
い
ろ
い
ろ
制
限
が

あ
つ
て

か
ら
う
と
人
に
言
は
れ
る
が
、
さ
う
い
ふ
事
は
対
し
て
感
じ
な
か

つ
た
。
向
う
に
行
く
前
に
は
、
自
分
で
も
そ
の
不
安
は
あ
つ
た
が
、
行
つ
て

み
る
と
詰
ら
ぬ
心
配
を
し
た
も
の
だ
と
思
つ
た
。

争
の
裏
面
が
知
り
た
い

氣
持
ち
、

争
に
關
す
る
暴
露
的
好
奇
心
と
い
ふ
様
な
も
の
、
そ
ん
な
も
の

は
現
地
に
行
く
と
直
ぐ
無
く
な
つ
て
了
ふ
の
で
あ
る
。
物
珍
し
く
、
さ
う
い

ふ
話
に
耳
を
傾
け
る
の
も
暫
く
の
間
だ
。（
略
）
蘇
州
の
北
寺
塔
の
傍
で
見

た
乞
食
は
、
お
辭
儀
で
お
で
こ
を
土
に
付
け
る
の
で
、
お
で
こ
が
黒
く
胼
胝

の
様
に
な
つ
て
ゐ
た
。
日
本
に
還
つ
て
、
友
人
と
建
長
寺
に
散
歩
に
行
き
、

乞
食
を
見
て
、
思
は
ず
「
日
本
の
乞
食
は
い
ゝ
風
を
し
て
や
が
る
」
と
口
に

出
た
。
乞
食
は
聞
き
つ
け
て
怒
り
、
長
い
事
僕
等
の
後
か
ら
罵
聲
を
浴
び
せ

て
ゐ
た
。（
略
）
蘇
州
で
、
愚
劣
極
ま
る
寺
や
庭
を
澤
山
見
物
し
、
城
壁
に

登
り
、
た
ん
ぽ
ゝ
の
綿
毛
が
雪
の
様
に
飛
ぶ
の
を
見
乍
ら
、
一
服
し
て
ゐ
る

間
に
こ
ん
な
考
へ
浮
ん
だ
。
こ
の
街
は
南
京
で
も
杭
州
で
も
同
じ
事
で
は
あ

る
ま
い
か
。
現
代
の
日
本
人
が
古
い
日
本
を
知
る
事
に
較
べ
れ
ば
、
現
代
の

支
那
人
が
古
い
支
那
を
知
る
事
は
、
比
較
に
な
ら
な
い
程
困
難
な
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

と
後
述
し
て
い
る
。
削
除
の
理
由
と
削
除
に
対
す
る
当
時
の
小
林
の
思
い
は
以
上

の
通
り
で
あ
る
。

次
に
一
部
を
削
除
さ
れ
た
「
蘇
州
」
の
紀
行
文
抜
粋
よ
り
小
林
が
占
領
下
の
蘇

州
で
何
を
視
て
い
た
か
を
検
証
す
る
。
こ
こ
で
、
小
林
秀
雄
が
『
文
学
』
で
再
発
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行
し
た
「
蘇
州
」
を
検
討
し
、
占
領
直
後
蘇
州
の
街
の
様
子
に
つ
い
て
冒
頭
を
掲

載
し
て
み
る
。

蘇
州
州
は
戦
前
よ
り
人
口
が
増
え
た
と
い
ふ
。
皇
軍
大
歓
迎
の
飾
り
附
け
の

色
も
褪
せ
、
街
は
も
う
殆
ど
平
常
な
状
態
に
復
し
て
ゐ
る
ら
し
く
見
え
た
。

銀
行
め
い
た
石
造
の
大
き
な
建
物
に
頑
丈
な
鐵
門
が
開
か
れ
、「
慰
安
所
」

と
貧
弱
な
字
が
書
い
て
あ
る
。
二
階
の
石
の
手
摺
の
つ
い
た
バ
ル
コ
ニ
イ
に
、

真
ッ
赤
な
長
襦
袢
に
羽
織
を
引
ッ
掛
け
た
大
島
田
が
、
素
足
に
ス
リ
ッ
パ
を

突
ッ
掛
け
、
煙
草
を
吹
か
し
乍
ら
、
ぼ
ん
や
り
埃
つ
ぽ
い
往
來
を
見
下
ろ
し

て
ゐ
る
。
同
行
の
Ａ
君
と
顔
を
見
合
せ
て
笑
ふ
。
何
が
可
笑
し
く
て
笑
ふ
の

か
。
無
責
任
な
見
物
人
の
心
理
は
妙
な
も
の
で
あ
る
。

街
の
破
壊
は
殆
ど
言
ふ
に
足
り
な
い
。
部
隊
の
宿
舎
は
皆
城
外
に
あ
つ
て
、

城
内
の
大
通
り
に
は
、
下
士
官
以
下
通
行
禁
止
の
札
が
あ
り
、
兵
隊
さ
ん
の

姿
は
あ
ま
り
見
ら
れ
ず
、
占
領
直
後
の
街
と
い
ふ
印
象
を
受
け
な
い
。
芝
居
、

映
晝
、
デ
パ
ー
ト
、
其
他
の
商
店
も
皆
店
を
開
け
、
往
來
す
る
人
々
の
顔
も

和
や
か
だ
。

髪
の
娘
で
、
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
掛
け
た
の
に
は
よ
く
出
會
ふ
。
ビ
ロ
ー
ト
の

服
で
、
赤
い
大
き
な
ハ
ン
ド
・
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
掛
け
た
の

が
、
砂
糖?

を
齧
り
乍
ら
、
芝
居
で
キ
イ
キ
イ
喚
い
て
ゐ
る
。

占
領
直
後
の
蘇
州
で
は
あ
る
が
、「
占
領
直
後
の
街
と
い
ふ
印
象
を
受
け
な
い
」

と
し
、「

髪
の
娘
で
、
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
掛
け
た
の
に
は
よ
く
出
會
ふ
。
ビ
ロ
ー

ト
の
服
で
、
赤
い
大
き
な
ハ
ン
ド
・
バ
ッ
グ
を
持
ち
、
ロ
イ
ド
眼
鏡
を
掛
け
た
」

の
よ
う
な
モ
ダ
ン
都
市
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
と
す
る
。
ま
た
、
蘇
州
の
子
供
が

仁
丹
を
ね
だ
っ
て
い
る
様
子
も
見
ら
れ
る
。

前
掲
の
小
田
切
秀
雄
氏
が
「
軍
閥
関
係
の
慰
安
所
（
淫
売
所
）
を
露
骨
に
紹
介

し
た
」
た
め
に
『
文
芸
春
秋
』
版
で
は
削
除
さ
れ
た
と
述
べ
て
い
る
が
、
慰
安
所

に
つ
い
て
は
、『
文
学
２
』
版
で
以
下
の
記
述
の
み
が
残
っ
て
い
る
。「「
慰
安
所
」

と
貧
弱
な
字
が
書
い
て
あ
る
。
二
階
の
石
の
手
摺
の
つ
い
た
バ
ル
コ
ニ
イ
に
、
真

ッ
赤
な
長
襦
袢
に
羽
織
を
引
ッ
掛
け
た
大
島
田
が
、
素
足
に
ス
リ
ッ
パ
を
突
ッ
掛

け
、
煙
草
を
吹
か
し
乍
ら
、
ぼ
ん
や
り
埃
つ
ぽ
い
往
來
を
見
下
ろ
し
て
ゐ
る
」

「
慰
安
所
」
や
「
慰
安
婦
」
の
問
題
は
、
現
在
こ
そ
デ
リ
ケ
ー
ト
な
政
治
問
題

で
あ
る
が
、
当
時
は
そ
の
存
在
自
体
は
当
然
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
削

除
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
削
除
部
に
は
「
慰
安
所
」
の
様
子
を
描
写
し
た
文
か
ら

占
領
地
の
裏
側
の
荒
廃
し
た
様
子
が
伺
え
、
皇
軍
た
る
日
本
軍
の
イ
メ
ー
ジ
を
損

な
う
恐
れ
が
有
る
と
し
て
、
削
除
さ
れ
た
と
し
て
も
の
と
推
測
す
る
。

こ
こ
で
、「
蘇
州
」
の
初
出
誌
で
あ
る
『
文
芸
春
秋
』（
昭
和
一
三
・
六
）
の
削

除
し
た
資
料
に
つ
い
て
分
析
し
て
い
き
た
い
。
そ
の
資
料
を
便
宜
的
に
、
①
国
立

国
会
図
書
館
所
蔵
本
、
②
京
都
大
学
所
蔵
本
、
③
同
志
社
大
学
所
蔵
本
、
④
大
谷

大
学
所
蔵
本
と
す
る
。

小
林
秀
雄
の
「
蘇
州
」
の
削
除
し
た
部
分
は
３
１
２
頁
か
ら
３
１
４
頁
ま
で
３

頁
に
及
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

資
料
①
は
、
国
立
国
会
図
書
館
か
ら
入
手
し
た
も
の
で
、
マ
イ
ク
ロ
フ
イ
ル
ム

か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も
の
で
あ
る
。
一
枚
白
い
紙
に
大
き
な
文
字
が
あ
り
、
そ
れ
に

は
、
昭
和
13
年
６
月
号
「
蘇
州
」
ｐ
３
１
２
〜
ｐ
３
１
４
迄
削
除
」
と
書
か
れ
て

い
る
。
勿
論
こ
れ
は
資
料
を
扱
っ
た
人
が
書
い
た
も
の
と
推
測
で
き
る
。

二
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資
料
②
で
は
、
そ
の
頁
の
中
央
の
上
部
に
「
三
一
二
削
除
」
と
い
う
文
字
が
は

っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
ペ
ー
ジ
を
繰
っ
て
い
く
と
、
３
１
２
頁
か
ら
３

１
５
頁
に
跳
ん
で
い
る
の
が
分
か
る
。

資
料
①
国
立
国
会
図
書
館

資
料
②
京
都
大
学

資
料
③
同
志
社
大
学

資
料
④
大
谷
大
学
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目
次
と
奥
付

こ
こ
で
、
資
料
③
を
見
て
み
る
と
、
ち
ぎ
ら
れ
た
後
が
残
っ
て
い
る
部
分
の
文

字
が
僅
か
に
判
読
出
来
る
部
分
が
あ
る
。
次
の
よ
う
に
読
み
と
れ
る
。

は
た
た
。
玄
妙
観
の
仲
店
を
う
ろ
つ
く
人
々
の
…
…
知
り
た
い
と
激
し
く
僕

は
思
つ
た
。
彼
等
が
特
に
仲
が
い
ゝ
の
か
と
思
つ
た
が
、
暫
く
歩
く
と
、
又
、

二

資
料
④
大
谷
大
学
資
料
に
も
破
り
取
っ
て
あ
と
に
文
字
が
少
し
残
さ
れ
て
い
る
の

で
、
提
示
し
て
み
る
。

と
思
は
れ
た
。
玄
妙
観
の
仲
店
を
う
ろ
つ
く
人
々
の
…
…
…

交
互
に
歌
ふ
の
で
…
…
…
な
か
な
か
い
ゝ
節
廻
し
で
、
文
句
を
知
り
た
い
と

激
し
く
僕
は
思
つ
た
。
彼
等
が
特
に
仲
が
い
ゝ
の
か
と
思
つ
た
が
、
暫
く
歩

く
と
、
又
、
二

こ
の
削
除
部
分
の
解
明
に
つ
い
て
、
２
０
０
８
年
頃
に
新
潮
社
の
『
小
林
秀
雄

全
集
』
の
編
集
者
・
池
田
氏
に
伺
っ
て
み
た
が
、『
文
芸
春
秋
』
の
削
除
さ
れ
た

部
分
を
探
す
こ
と
は
不
可
能
だ
と
言
わ
れ
た
。
そ
れ
は
「
文
学
界
」
昭
和
一
三
年

六
月
に
小
林
秀
雄
が
「
雑
記
」
と
い
う
題
で
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
わ
か
っ
た
。

「
然
し
僕
の
心
の
裡
で
何
か
が
変
わ
っ
た
ら
う
、
自
分
で
も
は
っ
き
り
し
な
い
が
、

見
物
し
て
来
た
戦
後
の
支
那
の
風
物
は
、
僕
の
心
の
う
ち
の
何
か
を
変
へ
た
ろ
う

と
感
じ
て
ゐ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
新
鮮
な
精
気
と
し
て
確
か
に
感
じ
ら
れ
て
い

る
。」
と
述
べ
。
小
林
秀
雄
は
こ
れ
に
よ
っ
て
何
ら
か
の
心
の
中
に
変
わ
っ
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
の
後
、
小
林
秀
雄
は
、
昭
和
一
四
年
六
月
に
『
文
学
界
』
に
、
再
度
、「
蘇

州
」
の
中
で
削
除
さ
れ
た
部
分
の
一
部
と
思
え
る
内
容
を
記
述
し
て
い
る
。

二
人
は
搾
り
乍
ら
交
互
に
歌
ふ
の
で
あ
る
。
素
朴
仲
々
い
ゝ
節
廻
し
で
、
文

句
を
知
り
た
い
と
思
つ
た
。
こ
ゝ
で
は
特
に
仲
よ
く
商
賣
し
て
ゐ
る
の
か
と

思
つ
た
ら
、
暫
く
歩
く
と
、
又
、
二
人
で
交
互
に
歌
ふ
同
じ
歌
聲
が
聞
え
、

「
同
じ
店
が
向
ひ
合
つ
て
ゐ
た
。
僕
は
又
足
を
停
め
て
歌
を
聞
い
た
。

「
文
芸
春
秋
」
誌
上
の
残
存
し
た
言
葉
と
『
文
学
界
』
の
再
録
を
比
べ
て
見
る

と
、
次
の
よ
う
な
違
い
が
る
。「
文
句
を
知
り
た
い
と
激
し
く
僕
は
思
つ
た
」
の

言
葉
を
「
知
り
た
い
と
思
つ
た
」
と
多
少
変
わ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
続
け
て
掲
載

し
た
文
章
は
『
二
人
は
搾
り
乍
ら
交
互
に
歌
ふ
の
で
あ
る
。
仲
々
い
ゝ
節
廻
し
で
、

文
句
を
知
り
た
い
と
思
つ
た
。
こ
ゝ
で
は
特
に
仲
よ
く
商
賣
し
て
ゐ
る
の
か
と
思

つ
た
ら
、
暫
く
歩
く
と
、
又
、
二
人
で
交
互
に
歌
ふ
同
じ
歌
聲
が
聞
え
、
同
じ
店

二
〇
八
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が
向
ひ
合
つ
て
ゐ
た
。
僕
は
又
足
を
停
め
て
歌
を
聞
い
た
。』
と
い
う
内
容
で
、

さ
す
が
に
「
慰
安
所
」
に
関
し
て
の
記
述
は
控
え
て
い
て
、「
蘇
州
」
の
原
文
復

元
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

こ
の
四
つ
の
タ
イ
プ
の
資
料
を
整
理
し
て
見
る
と
、
前
掲
の
四
つ
の
資
料
は
三

一
二
頁
か
ら
三
一
四
頁
ま
で
削
除
さ
れ
て
、
小
田
切
秀
雄
の
先
行
論
に
は
「
ｐ
３

１
２
〜
ｐ
３
１
３
迄
削
除
さ
れ
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
実
際
は
三
一
二

頁
か
ら
三
一
三
頁
ま
で
削
除
で
は
な
く
、
三
一
二
頁
か
ら
三
一
四
頁
ま
で
が
削
除

さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

こ
こ
で
、
小
林
が
中
国
で
何
を
視
た
の
か
を
知
る
た
め
、
も
う
少
し
「
文
芸
春

秋
」
の
紀
行
文
「
蘇
州
」
の
内
容
に
触
れ
て
お
く
。

ま
た
、
日
本
文
化
の
進
出
に
つ
い
て
は
、

チ
ン
タ
ン
、
チ
ン
タ
ン
と
言
つ
て
手
を
出
す
、
仁
丹
の
事
だ
つ
た
。
こ
ち
ら

へ
來
て
か
ら
仁
丹
の
廣
告
と
い
ふ
も
の
に
は
感
服
し
て
ゐ
た
。
ど
の
街
へ
行

つ
て
も
仁
丹
廣
告
が
眼
に
附
か
ぬ
事
は
な
い
。
城
壁
に
大
き
く
仁
丹
は
無
論

の
事
だ
。
碑
門
の
道
貫
古
今
な
ど
と
い
ふ
字
を
見
事
な
字
と
思
つ
て
見
て
ゐ

る
と
、
直
ぐ
傍
に

か
ら
ず
に
仁
丹
と
あ
る
。
日
本
の
宣
傳
で
利
い
て
ゐ
る

の
は
仁
丹
ぐ
ら
ゐ
の
も
の
だ
ら
う
。

僕
の
テ
ー
ブ
ル
に
來
た
女
は
、
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
つ
た
流
行
歌
集
を
帯
の
間
か

ら
出
し
て
聲
を
張
り
上
げ
て
歌
ふ
。
處
女
の
心
は
そ
よ
風
の
、
さ
さ
や
く
ま

ま
に
涙
し
て
、
と
言
ふ
の
で
あ
る
。
あ
と
の
文
句
は
忘
れ
た
。
繰
返
し
繰
返

し
歌
ふ
。
何
と
言
ふ
ん
だ
、
そ
の
歌
は
、
と
聞
く
と
、
ち
ょ
つ
と
休
ん
で
、

「
處
女
戦
線
」
さ
と
答
へ
た
。
僕
は
考
へ
る
の
を
止
め
て
、
歌
を
聞
い
て
ゐ

た
が
、
一
體
こ
れ
は
ど
う
い
ふ
意
味
の
歌
か
、
と
考
へ
始
め
ざ
る
を
得
な
か

つ
た
。

「
蘇
州
」
の
中
の
杭
州
で
は
夜
遅
く
一
人
で
日
本
人
の
女
ば
か
り
い
る
酒
場
で

飲
ん
で
い
た
。
そ
の
情
景
の
記
述
で
は
、
軍
歌
が
流
行
し
て
い
た
の
が
見
ら
れ
る

が
、
三
つ
の
軍
歌
の
う
ち
「
拝
啓
御
無
沙
汰
」
と
紹
介
さ
れ
て
い
た
の
は
「
上
海

だ
よ
り
」
の
こ
と
で
あ
る
。
昭
和
一
三
年
一
月
、
ポ
ド
ー
ル
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
発

売
さ
れ
た
「
拝
啓
御
無
沙
汰
し
ま
し
た
が
」
で
始
ま
る
歌
で
あ
る
た
め
、
小
林
秀

雄
が
曲
名
を
覚
え
間
違
え
た
の
だ
ろ
う
。「
兵
隊
さ
ん
は
、「
露
営
の
歌
」
歌
詞
は

「
勝
っ
て
来
る
ぞ
と
勇
ま
し
く
」
で
始
め
る
軍
国
歌
謡
で
あ
る
。
昭
和
一
二
年
九

月
、
コ
ロ
ム
ビ
ア
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
た
。「
愛
国
行
進
曲
」
は
「
見
よ

東
海
の
空
あ
け
て
」
で
始
ま
る
政
府
公
募
の
軍
国
歌
謡
の
当
選
曲
。
昭
和
一
二
年

一
二
月
発
表
さ
れ
た
。
小
林
秀
雄
は
「
蘇
州
」
の
中
で
「「
露
営
の
歌
」
も
「
拝

啓
御
無
沙
汰
」
も
東
京
で
暇
人
が
歌
ひ
暇
人
が
聞
け
ば
、
成
る
程
感
傷
的
と
で
も

形
容
し
て
置
い
て
よ
ろ
し
い
だ
ら
う
が
、
感
傷
的
な
ど
と
い
ふ
曖
昧
な
言
葉
は
、

場
所
さ
へ
變
は
れ
ば
何
ん
の
事
や
ら
わ
か
ら
な
い
の
で
あ
る
」」
と
述
べ
て
い
る
。

「
處
女
戦
線
」
は
昭
和
一
二
年
七
月
に
ポ
ド
ー
ル
・
レ
コ
ー
ド
か
ら
発
売
さ
れ
た
。

歌
わ
れ
た
軍
歌
は
、
す
べ
て
新
曲
の
流
行
歌
と
分
か
る
。
し
か
も
、
政
府
の
統

制
を
受
け
る
軍
歌
で
あ
り
な
が
ら
、
日
本
人
の
女
性
ら
が
歌
集
を
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な

る
ま
で
歌
っ
て
い
る
の
は
、
異
国
で
の
寂
し
さ
、
国
へ
の
懐
か
し
い
さ
と
見
え
る

の
だ
ろ
う
。
正
確
に
本
土
の
国
民
に
情
報
伝
え
る
の
が
小
林
秀
雄
の
気
持
ち
で
あ

っ
た
の
だ
と
思
う
。
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日
本
文
化
の
ル
ー
ツ
で
あ
っ
た
寺
院
や
庭
園
に
つ
い
て
の
文
化
考
察
で
は

名
所
見
物
は
、
杭
州
で
も
南
京
で
も
懲
り
懲
り
し
て
ゐ
た
の
で
、
ま
る
で
氣

が
乗
ら
な
か
つ
た
が
、
見
な
い
譯
に
も
い
か
ず
、
不
得
要
領
な
氣
持
ち
で
車

に
揺
ら
れ
る
。

寺
も
庭
も
ず
ゐ
分
見
た
。
ど
れ
も
大
同
小
異
で
あ
る
。
蘇
州
に
は
こ
と
に
庭

園
が
多
く
、
留
園
、
西
園
、
可
園
、
遂
園
、
拙
政
園
、
滄
浪
亭
、
な
ど
と
手

帳
に
書
い
て
あ
る
が
、
ど
れ
も
庭
園
と
い
ふ
よ
り
廢
園
と
言
ふ
べ
き
で
、
そ

れ
も
別
し
て
荒
れ
た
と
い
ふ
趣
も
な
く
、
た
ゞ
下
ら
ぬ
も
の
が
下
ら
な
く
腐

つ
て
壊
れ
て
ゐ
る
さ
ま
だ
。
獅
子
林
と
い
ふ
の
が
、
蘇
州
第
一
の
名
園
と
言

は
れ
、
こ
れ
は
修
理
保
存
が
、
ほ
ゞ
完
全
に
近
い
、
つ
ま
り
そ
の
馬
鹿
々
々

し
さ
も
よ
く
わ
か
る
。
繁
華
な
街
中
に
、
嚴
め
し
い
鐵
門
の
あ
る
見
上
げ
る

ば
か
り
の
土
塀
を
廻
ら
し
、
池
を
掘
り
、
岩
を
畳
み
、
洞
を
通
じ
、
橋
を
渡

し
、
亭
を
作
り
、
廻
廊
を
廻
ら
し
、
た
ゞ
も
う
呆
れ
返
つ
た
不
様
で
あ
る
。

案
内
に
は
、
相
傳
為
畫
師

雲
林
所
構
と
あ
つ
た
が
、
嘘
を
附
け
、
と
言
ひ

た
く
な
る
。
庭
を
作
つ
て
ゐ
る
材
料
は
要
す
る
に
岩
な
の
で
あ
る
が
、
龍
安

寺
の
庭
を
知
つ
て
ゐ
る
僕
等
に
は
、
言
葉
も
な
い
の
で
あ
る
。

現
在
、
世
界
遺
産
に
な
っ
た
蘇
州
の
庭
園
群
に
対
し
て
、
近
代
批
評
の
確
立
者

と
さ
れ
た
「
知
の
巨
人
」
小
林
秀
雄
は
珍
し
く
毒
舌
を
吐
い
た
。
小
林
に
は
中
国

の
「
中
控
（
中
心
統
合
・
中
央
中
心
支
配５

）

）」
思
想
を
具
体
化
し
た
蘇
州
庭
園
が

馬
鹿
馬
鹿
し
く
映
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
中
国
の
庭
に
現
れ
た
「
趣
味
頽
廃
の

廃
園
」
は
「
住
ん
で
い
る
人
々
の
荒
ん
だ
心
」
と
有
機
的
に
結
合
し
、
廃
頽
し
た

文
化
の
様
態
と
把
握
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

小
学
校
に
つ
い
て
の
言
及
は
注
目
に
価
す
る
。
慰
安
所
や
破
壊
し
た
街
な
ど
の
荒

廃
し
た
庶
民
生
活
、
俗
悪
な
文
化
遺
産
、
期
待
し
た
寒
山
寺
か
ら
受
け
た
失
望
な

ど
落
胆
を
重
ね
て
き
た
一
方
、
小
学
校
は
次
の
よ
う
に
描
か
れ
て
る
。

蘇
州
で
一
番
よ
か
つ
た
の
は
小
学
校
で
、
僕
の
見
た
の
は
雙
塔
初
級
小
学
校

と
い
ふ
（
略
）
清
潔
な
小
ぢ
ん
ま
り
と
し
た
も
の
で
あ
つ
た
。
生
徒
が
ピ
ン

ポ
ン
を
し
て
ゐ
る
の
を
見
た
。
石
の
床
に
ネ
ッ
ト
の
代
り
に
長
椅
子
を
並
べ
、

三
年
生
ぐ
ら
ゐ
の
生
徒
が
五
六
人
負
抜
け
で
勝
負
を
や
つ
て
ゐ
る
。
智
慧
は

大
分
遅
れ
て
ゐ
る
の
だ
。
日
本
の
子
供
な
ら
白
墨
で
ラ
イ
ン
ぐ
ら
ゐ
引
つ
張

る
だ
ら
う
。
そ
れ
に
片
側
に
凭
れ
る
背
の
あ
る
椅
子
な
ど
平
氣
で
ネ
ッ
ト
に

は
使
ふ
ま
い
。

僕
に
挨
拶
し
た
。
僕
は
思
ひ
掛
け
な
か
つ
た
の
で
、
非
常
に
嬉
し
か
つ
た
。

男
の
子
も
女
の
子
も
一
緒
で
大
部
分
小
ざ
つ
ぱ
り
し
た
服
装
で
あ
る
。

小
林
秀
雄
は
「
蘇
州
で
一
番
よ
か
っ
た
の
は
小
学
校
」
と
し
、
そ
こ
で
、
一
生

懸
命
に
勉
強
す
る
小
学
生
の
姿
を
見
て
、
中
国
の
変
わ
っ
て
い
く
未
来
に
つ
い
て
、

ひ
そ
か
に
考
え
を
め
ぐ
ら
し
た
も
の
と
思
う
。
中
国
民
衆
に
つ
い
て
の
感
想
は
、

「
生
活
と
い
う
も
の
の
他
何
を
め
さ
ず
、
た
だ
ひ
た
す
ら
生
活
す
る
生
活
」
と
記

載
し
、
一
般
人
の
生
活
は
困
窮
の
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

二
一
〇

小
林
秀
雄
「
蘇
州
」
を
め
ぐ
っ
て

（
陸
艶
）



お
わ
り
に

「
蘇
州
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
書
い
た
紀
行
文
が
、
蘇
州
よ
り
杭
州
を
多
く
紹

介
す
る
内
容
に
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
相
当
量
の
文
章
が
削
除
さ
れ
た
も
の
と

推
測
で
き
る
。

日
中
戦
争
が
は
じ
ま
る
と
、
政
府
は
国
民
を
戦
争
に
動
員
す
る
た
め
の
体
制
づ

く
り
を
は
じ
め
た
。
戦
争
へ
の
批
判
を
お
さ
え
る
た
め
、
新
聞
や
放
送
を
統
制
し
、

出
版
物
に
対
す
る
検
閲
を
強
化
す
る
な
ど
制
限
を
き
び
し
く
し
た
。
こ
う
し
て
、

思
想
や
表
現
を
制
限
す
る
こ
と
で
、
次
第
に
国
民
を
知
る
自
由
を
奪
っ
て
い
っ
た
。

学
校
で
も
軍
国
主
義
教
育
が
す
す
め
ら
れ
た
。

小
林
秀
雄
が
中
国
に
向
か
う
役
一
ヶ
月
前
の
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
。

『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
発
表
し
た
「
思
想
統
制
と
デ
マ
」
で
小
林
は
、「
今
や
発
禁

問
題
は
、
編
輯
者
達
の
頭
痛
の
種
と
な
つ
て
ゐ
る
。
執
筆
者
等
も
、
昨
年
末
の
検

挙
以
来
、
急
速
に
延
び
た
言
論
取
締
り
の
手
を
眺
め
て
茫
然
と
し
て
ゐ
る
。
今
日

国
民
は
、
思
想
統
制
の
必
要
を
是
認
し
て
ゐ
る
。
又
こ
の
大
過
渡
期
に
発
動
す
る

政
府
の
政
策
が
、
勢
い
大
過
渡
期
的
性
格
を
帯
び
ざ
る
を
得
な
い
事
を
認
め
て
ゐ

る４
）

。」
と
述
べ
、
言
論
統
制
へ
の
反
骨
を
覗
か
せ
て
い
る
。

そ
の
翌
年
、「
蘇
州
」
の
削
除
に
つ
い
て
、「
削
除
の
理
由
を
聞
か
さ
れ
成
る
程

と
思
ひ
、
こ
れ
は
僕
が
無
邪
気
に
筆
を
走
ら
せ
過
ぎ
た
為
で
、
別
に
不
服
に
は
思

わ
な
か
っ
た
。」
と
述
べ
た
。
赤
裸
々
な
「
蘇
州
原
本
」
の
記
述
内
容
が
削
除
さ

れ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
た
こ
と
を
伺
わ
せ
る
文
章
で
あ
る
。

小
林
秀
雄
は
、
後
年
「
文
学
は
平
和
の
た
め
に
あ
る
、
戦
争
の
た
め
に
あ
る
で

は
な
い
。」
と
い
う
こ
と
を
明
言
し
て
い
た
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
的
の
マ
ル
ク
ス
主

義
文
学
の
画
一
性
没
個
性
的
傾
向
に
い
ち
早
く
反
旗
を
翻
し
た
当
時
の
文
壇
の
中

心
的
論
客
で
あ
っ
た
。「
歴
史
は
わ
れ
わ
れ
の
祖
先
が
築
き
上
げ
た
足
跡
で
あ
る
、

こ
れ
を
ジ
ロ
ジ
ロ
と
自
虐
的
検
察
官
の
眼
を
も
っ
て
あ
ば
き
た
て
る
よ
う
な
見
方

で
な
く
、
母
親
が
愛
児
を
追
慕
す
る
よ
う
な
慈
愛
の
心
で
、
そ
の
当
時
の
環
境
や

状
況
、
立
場
、
心
情
を
理
解
す
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
っ
た
意
味
の
史
観
を
述
べ

て
い
た
こ
と
を
記
憶
す
る
。
ま
こ
と
に
至
言
で
あ
る
。

現
在
も
形
を
変
え
品
を
変
え
、
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
世
界
に
は
び
こ
っ
て
い
る
。

私
は
こ
の
小
林
秀
雄
の
残
し
た
「
文
学
は
平
和
の
た
め
に
あ
る
、
戦
争
の
た
め
に

あ
る
で
は
な
い
。」
と
い
う
言
葉
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
を
痛
感

す
る
。

〔
注
〕

１
）
小
田
切
秀
雄
『
増
補
版
昭
和
書
籍
╱
新
聞
╱
雑
誌
発
禁
年
表

下
』（
昭
和
五
六

年
五
月
、
明
治
文
献
資
料
刊
行
会
）

（
２
）
平
野
久
美
子
『
新
聞
集
成
昭
和
編
年
史
・
昭
和
一
三
年
度
版
２
』（
平
成
三
年
五

月
一
五
日
、
新
聞
出
版
社
）

（
３
）
伊
藤
整
『
青
野
季
吉
・
小
林
秀
雄
集

日
本
現
代
文
学

全
集

六
八
』（
昭
和
三

七
年
一
二
月
、
講
談
社
）

（
４
）
小
林
秀
雄
が
昭
和
一
三
年
（
一
九
三
八
）
二
月
、『
東
京
朝
日
新
聞
』
に
発
表
。

発
禁
問
題
は
『
文
学
界
』
昭
和
一
三
年
一
月
に
続
き
、
同
年
三
月
、
石
川
達
三

の
小
説
「
生
き
て
い
る
兵
隊
」
掲
載
の
『
中
央
公
論
』
も
発
売
禁
止
と
な
り
、

内
務
省
に
よ
る
言
論
統
制
が
急
激
に
強
ま
っ
た
。
昨
年
の
検
挙
は
昭
和
一
二
年

一
二
月
に
、
マ
ル
ク
ス
主
義
者
山
川
均
の
検
挙
。
彼
の
原
稿
は
す
べ
て
「
掲
載

禁
止
」
と
な
っ
た
。

（
５
）
中
控
で
は
国
家
が
一
定
の
方
針
に
従
っ
て
、
制
限
と
指
導
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。

二
一
一

佛
教
大
学
大
学
院
紀
要

文
学
研
究
科
篇

第
四
十
号
（
二
〇
一
二
年
三
月
）



（
ル
ー

エ
ン

文
学
研
究
科
国
文
学
専
攻
博
士
後
期
課
程
）

（
指
導：

三
谷

憲
正

教
授
）

二
〇
一
一
年
九
月
三
十
日
受
理

二
一
二

小
林
秀
雄
「
蘇
州
」
を
め
ぐ
っ
て

（
陸
艶
）


